
  

あいら民報 ２０１４年４月号外 発行：日本共産党姶良市委員会 電話 62-7260  日本共産党の政策を紹介します。 

「
く
ら
し
は
以
前
よ
り
厳
し
く
な
っ
た
」
（
86
％ 

日
本
共
産
党
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
）

な
か
で
消
費
税
増
税
が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
選
挙
で
も
「
消
費
税
大
増
税
ノ
ー
」「
川
内
原
発

再
稼
働
や
め
よ
」
の
思
い
を
示
し
、
草
の
根
か
ら
の
世
論
と
運
動
の
力
で
、
安
倍
自
・
公
政
権
の

暴
走
を
く
い
と
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

日
本
共
産
党
市
議
の
堀
ひ
ろ
子
も
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
が
ん
ば
り
ぬ
き
ま
す
。 

あなたの願いを堀ひろ子へ 

市
民
の
思
い
を
は
っ
き
り
し
め
そ
う 

消
費
税
８
％
大
増
税
、
川
内
原
発
再
稼
働
な
ん
て
許
せ
な
い 

住宅リフォーム助成制度で中小業者に仕事を 

 「５000万円の予算で 6億円以上の経済効果」（霧

島市）と報告されている住宅リフォーム助成制度。 

 姶良市でも実施できるよう求めます。 

議員の数が減る30人⇒ 24人だけに 

 

働きぶりが 
ます 

 ます 問われます 

 

堀
ひ
ろ
子
議
員
は
、「
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
は
時
代
の
流
れ
」
と

繰
り
返
し
提
案
。
小
学
校
卒
業
ま
で
の
無
料
化
が
実
現
。 

 
「
高
い
国
保
税
は
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
値
下
げ
を
」
と
提
案
。

繰
り
入
れ
が
認
め
ら
れ
、
値
上
げ
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
年
寄
り
へ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
助
成
も
提
案
し
実
現
し
ま
し
た
。 

 

く
ら
し
を
守
る
防
波
堤 

 

子ども医療費は中学校卒業まで無料に 

 「子ども医療費は中学校卒業まで無料」が、県

内 19市中７市（2013 年度）。2014 年度から枕崎

市も実施します。曽於市は、「高校卒業まで無料」

です。姶良市でも「中学校卒業まで無料」の実施

を提案します。 

日本共産党は 

 
「住民の利益第一」で 

積
極
的
提
案
で
市
政
を
リ
ー
ド 

子
ど
も
医
療
費
助
成
、
国
保
税
引
き
下
げ
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
助
成
・
・
・
・ 

高い国保税や介護保険料の引き下げを 

 県内で 4 番目に高い国保税や 2 億 3700 万円も

基金がある介護保険料引き下げにとりくみます。 

 国は公共工事の単価を引き上げました。「適

正な水準の賃金支払い」「若者の積極的採用」

を市と業者に求めます。 

実現へ 

がんばります 

市
民
の
要
求
や
願
い
実
現
に
が
ん
ば
る
か
ど
う
か 

間
違
っ
た
政
治
と
対
決
す
る
か
ど
う
か 

 

対案を示して 

日本共産党は 

国
保
税
は
値
下
げ
を
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
は
撤
退
を 

 

「
市
民
の
く
ら
し
が
大
変
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
市
民
の
負
担
が
生

じ
な
い
よ
う
一
般
会
計
か
ら
十
分
な
繰
り
入
れ
を
」
と
主
張
し
、
国
保

税
値
下
げ
を
要
求
（
１２
年
３
月
議
会
）。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
の
陳
情
書
は

紹
介
議
員
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
（
１１
年
９
月
議
会
）。 

ます 

 ます 

 

いっしょに力をあわせて 

 

公共事業の賃金アップ、若者の雇用確保を 

くらしを守りましょう 


